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統計学はお嫌いですか？－政策に統計学のすすめ－
中央大学大学院　公共政策研究科教授　細　野　助　博

　皆さんは行政に入られて、まちの情報がこん
なにも市役所には集まるのかと驚かれた経験が
あると思います。そうなんです、行政には自然
と情報が集まります。ですから、その情報をで
きるだけ行政活動に活用するということが住民
参画の時代、地方分権の時代、地域間競争時代
になって一層求められているのです。これから、
皆さんがデータを十分に活用して業務に役立て
ようとするときの、基本的な知識を述べたいと
思います。

１．データって何？
⑴　データは数？符号？どっち？
　皆さんのところに集まってくる情報をデータ
と呼びましょう。普通考えられるデータとは数
字である場合が多いのですが、数字でないデー
タもあります。たとえばアンケートでは統計を
とる場合に、１を男性、２を女性という区別を
しますが、欧米では一般に１を女性、２を男性
とします。慣習ですからどちらでも構いません。
つまり皆さんが使われるExcelデータで性別を
表すときの１、２は単に符号でしかないのです。
順序は関係ありません。
　今度はそこに順序を付け加えてみましょう。
例えば学歴というものがあります。１を小学校
卒、２を中学校卒、３を高校卒、４を大学卒以
上としましょう。確かに教育年限の長短の順序
がつきますが、たとえば小学校は６年、中学・
高校は３年、大学は４年とその間隔は等間隔で
はありません。旧制と新制の区別もあり順序に
は関係しますが、その間隔は便宜的なものです。
等間隔でも気温なども同類と考えていいでしょ
う。人間の感覚を単に便宜的に温度という等間
隔にしただけであり、21度から22度になる間隔
と30度から30.5度の差はどちらの方が暑いと感

じるでしょうか。ですから、気温や学歴のよう
なものは間隔よりも順序のほうにずっと意味が
あると考えたほうがいいでしょう。そして皆さ
んが日常手にする数字のデータに人口数、課税
対象所得、行政面積などがあります。なぜデー
タの種類を厳密に区別するのか。それは名前く
らいは聞いたことのある相関分析や、回帰分析
などちょっとカッコイイ分析にはどのデータな
ら使って良いか、あるいは悪いかを判断する必
要があるからです。データの種類はとても重要
なのです。これは統計学を学ぶ大きな理由の一
つと言ってよいでしょう。
⑵　データは時間に乗るって？
　住民基本台帳人口は１ヶ月とか１年毎に集計
されますが、それを10年、20年の長期にわたっ
て手にすることもできます。時間に伴う変化を
見るために時間軸で収集されるデータですから
時系列データといいます。物価もそうですね。
物価は季節の規則的な変動を伴います。例えば
ボーナス時期、消費額は集計するととても大き
くなりますから、ビジネスはこの時期に価格を
一斉に上げようとします。これが物価変動とし
て現れてきます。
　また消費者意識（物価、賃金や暮らし向きに
対する感じ方）も時系列データの代表例という
ことができます。時系列データは季節変動、長
期的な構造変化を伴う変動、そしてちょっとし
た天候不順や事件をもとにした不規則変動とい
うものにどんどん分解することができます。株
価を見るとずいぶん変動します。誰も予測でき
ない分、株屋さんが儲かるのでしょうね。彼ら
は予想屋さんですからね。変動が激しいことを
歓迎します。
⑶　データは空間を走るって？
　さて、皆さんにとって、もっと大切なものが
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あります。それが空間データ、あるいは横断面
データ（クロスセクションデータ）です。皆さ
んはお隣の自治体の人口がどうなっているか気
になりますよね。新しい大規模マンションがで
きて若い世帯がたくさん住みだすらしい、新し
い事業所が進出してきたらしい、という情報に
神経を尖らせるでしょう。隣よりも少しでも新
鮮なよい情報が詰まったデータがほしいと思う
でしょう。ですから、年や月を定めて、一定の
期間で収集される横断面データがとても気にな
ると思います。例えば昨年度23区の転出入人口
と多摩・島しょ地域の転出入人口などを比較す
ると、おおよそ人口増加は10倍の開きがありま
す。都心回帰が既に定着していることをこの
データから実感すると思います。
　マクロで見ると、人口は魅力を求めて合理的
に移動していきます。情報や交通のネットワー
クが充実すればするほど人口は空間を走ってい
きます。特に交通利便性の高い首都圏をはじめ
大都市圏では顕著に現れます。その結果が人口
変動というデータに表れるのです。
⑷　必要なデータ数って？
　皆さんは「ビッグデータ」という言葉を聞い
たことがあると思います。昔はデータの数は多
ければ多いほど正確な情報が得られると「勘違
い」していました。実はビッグデータの「ビッ
グ」は数の多さよりも内容の豊富さのほうが重
要なのです。例えばコンビニでカードで支払う
と、どこに住んで、家族が何人いて、誕生日が
いつで、昨日は何を買ったか、今日は何を買っ
たか分かる訳です。
　それが何万人、何十万人積み重なったとして
も、確かに予測の精度は上がりますが、平均値
の精度は「ルートの法則」に従います。例えば
100倍のデータは10倍の精度、10,000倍のデー
タは100倍の精度になる訳ですね。これはアメ
リカの有名な実例ですが、大統領が誰になるか
予測をした時、データの数は少ないのですが、
まんべんなく有権者の気持ちを収集できたデー
タは、それより何十倍もたくさんのデータを取
りはしたが偏った階級の有権者の気持ちしか収

集できなかったデータよりずっと予測の精度が
高かったのです。つまり必要かつ十分な数の
データがあれば、それで十分なのです。むしろ
それよりも、データだけに頼るのではなく、統
計学を使用しようとする時の注意深い観察とそ
れを裏付ける理論的な分析のほうがずっと重要
なのです。

２．比較はむずかしい？
⑴　データの平均って？
　先ほどデータは必要十分な数だけあれば十分
という話をしました。それは、本気になってた
くさんのデータを集めようとするとコスト（お
金と時間）がかかるからです。データの売買を
めぐる犯罪が世間を賑わせていますが、それほ
どデータというものには価値があるのです。で
は、データからどのような情報が得られるので
しょうか。それは調べようとしている調査対象
の平均的な姿を推測すること、それと同時に
データから計算して求めた平均値が果たして調
査対象全体を代表しているかどうかを検定する
という２つの作業を通じてデータの教えてくれ
る情報の信頼性を確認することです。なぜ、こ
のような注意深さが必要かというと、データが
教えてくれる平均値は調査対象の姿を如実に教
えてくれる可能性が高いからです。
　皆さんも「お味噌汁」の味を吟味する時に、

「よくかき混ぜる」でしょう。あれも「全体の
味を知るために平均を採る」ための動作です。
平均値はデータの集まりの中心、あるいはデー
タ全体を代表する値です。例えば小学１年生の
平均体重や平均身長などがその代表です。皆さ
んは小学校の児童なら全数（悉皆）調査だから、
その平均は全体の平均と思われるかもしれませ
ん。しかしちょうど風邪をひいて休んでいる児
童もいるかもしれません。体重計のいくつかが
故障して正確な数値を表していないかもしれま
せん。ですから厳密には「標本」として捉える
べきです。得られたデータについては注意深い
検討が必要ですね。もっと重要なのは、今、格
差ということが話題に上っていますが、わがま
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